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　大学の先生にもアダナがつく。アダナの多くは個人の行動・思考様式を調す
るがごとき趣を持つが，敬慕の念をこめたものもある。曰く，「貌変の○○」
「はやとちりの△△」「天敵の××ちゃん」或いは「マッピラサン」等々は大
学院で耳にしたものだ。
　これらは大学院学生と共有しているものもあるが，その殆どが事務職員にし
か通用力を持っていない。中には，教員にたいする職員の悲哀にも似た複雑な
憶いをこめたものも幾つかある。
　橋川先生にもアダナがあった。「仙人」という。これは職員の方で，先生方
は橋川先生の名をとり「ブンサン」とか「仏のブンサソ」と呼んでいた。学生
もこれに倣っていたようだ。
　「仙人」の謂れはさだかではない。
　私が大学院で政治経済学研究科を担当したときには，すでにその呼称が定着
していたように記憶している。また，謂れを職場の何人かに尋ねたこともある
が，明確なことはわからなかった。だが，在外研究から帰国されてからだとい
う。その後，先生と仕事を通じて接する機会が多くなるにつれ，その意味する
ところが理解できるようになった。
　仙人は俗事を超越しているといわれる。橋川先生もまた喜怒哀楽や事務・行
政といった日常些事には無縁のように思えてならなかった。しかし，大学の事
務に全く理解がなかったのではない。失念の領域に直ぐ組み込まれてしまった
らしい。用事があって事務室におみえになっても，ほぼ自分からきりだされた
ことがない。ただ，カウンターの前に停まれるだけであった。そして，しきり
に何かを思い出されようとしていた。その用件の多くは，何日か前にこちらで
お願いしたことなのだが……。
　「橋川教」の信者がいると喝破したのは先生の同僚の0教授である。大学院
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の入学試験で橋川先生を指導教授に選ぶ志願者が大勢いたからであろう。事
実，自分が学ぶということを自分の生きざまに重ねあわせていた学生が多いよ
うに感じられた。幾人かは，全共闘の後窩とでも言おうか，何かに向けて意識
を鋭く研ぎ澄ました学生も在籍していた。そして，学生の問題関心は思想史と
関連させて，文学から民族（俗）学或いは農村社会学といった多様な領域にわ
たっていた。
　カーゼルマンのr教師のタイプ』で言うと，橋川先生は「同朋型」に相違な
い。しかし，新宿等で学生と飲みだすと，途端に「権威型」に変身し，学生の
書いた自説のない論文をコテンパンにやっつけていたらしい。学生のA君やH
君が二日酔いと辛辣な批評に頭を抱えているころ，ドクターコースのK君に聞
いた話である。
　ともあれ，橋川先生が亡くなられた後にはいくつかの終戦処理が残った。そ
の内で最優先順位を持つものが指導教授を変更することであった。大学院は指
導教授制をとっており，その指導のもとで学位請求論文を作成しなけれぽなら
ない。一月には修士論文を提出しなければならない学生がいたからだ。学生の
戸惑いは非常なものであった。大学院にきた目標すら見失うほどの落ち込みを
示していた者もいた。当然ながら指導教授の変更は難航した。
　ドクター諸君とは，指導教授の変更に関することと共に様々なことをはなし
た。その一つに，事務サイドの先生のアダナの話がでた。先程のK君は記憶を
呼び醒ますかのように賛成してくれた。同君によると学生諸君に対しても仙人
であったらしい。
　葬儀が終わり，暫くしてから奥様が後藤総一郎先生に伴なわれて事務室へ挨
拶におみえになった。その時r標的周辺』を頂いた。
　私は，「橋川教」の信者でもなけれぽ，先生の優良な読者でもない。二，三
の著書を学生時代に読んだことがあるだけだ。r標的周辺』は十何年振りかに
接するものだった。その中で，「戦犯元社長のつらにくさ！」という一文に出
会った時，自分のもっている橋川先生の印象を根底から揺さぶられた。このよ
うなこととは無縁な，学問的関心しかない仙人と決めつけていた自分の浅薄さ
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を思い知らされた。そして，職員として恥た。
　月日の立つのは早い。もうすぐ先生の一周忌をむかえようとしている。先生
の御冥福をあらためてお祈りすると同時に，指導教授を途上に失う悲運にめげ
ず，日夜修士論文執筆に専心しているであろう学生諸君の健闘を祈りたい。
（付記：上述のアダナは橋川先生のものを除き，政経の先生方のものではな
　い。念のため）
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